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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年7月26日(2012.7.26)

【公開番号】特開2011-75759(P2011-75759A)
【公開日】平成23年4月14日(2011.4.14)
【年通号数】公開・登録公報2011-015
【出願番号】特願2009-226196(P2009-226196)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/22     (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/004    (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/22     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/46     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  27/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   5/20    １０１　
   Ｇ０２Ｂ   5/22    　　　　
   Ｇ０３Ｆ   7/004   ５０５　
   Ｃ０９Ｂ  67/20    　　　Ｇ
   Ｃ０９Ｂ  67/22    　　　Ｆ
   Ｃ０９Ｂ  67/46    　　　Ａ
   Ｈ０１Ｌ  27/14    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月8日(2012.6.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　４５０ｎｍにおける分光透過率が５％になるように塗膜を形成した際に、該塗膜におけ
る短波長側の分光透過率５０％の波長が４８０ｎｍから５１０ｎｍの範囲にあり、かつ長
波長側の分光透過率５０％の波長が５７０ｎｍから６１０ｎｍの範囲にあり、５４０ｎｍ
分光透過率が８５％以上、６５０ｎｍにおける分光透過率が２％以下となる分光特性を有
し、かつ該塗膜の膜厚が０．５から１．２μｍの範囲となることを特徴とするカラーフィ
ルタ用緑色着色組成物。
【請求項２】
　透明樹脂と、透明樹脂前駆体又はそれらの混合物からなる顔料担体と、顔料と、光重合
開始剤とを含有するカラーフィルタ用着色組成物であって、前記顔料がハロゲン化亜鉛フ
タロシアニン顔料を含む緑色顔料と、黄色顔料とであることを特徴とする請求項１記載の
カラーフィルタ用緑色着色組成物。
【請求項３】
　黄色顔料が、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー １３９、１５０、及び１８５からなる群か
ら選ばれる少なくとも１種を含むことを特徴とする請求項２記載のカラーフィルタ用緑色
着色組成物。
【請求項４】
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　顔料が、さらにハロゲン化亜鉛フタロシアニン顔料以外の緑色顔料を含むことを特徴と
する請求項２または３記載のカラーフィルタ用緑色着色組成物。
【請求項５】
　少なくとも１つの赤色フィルタセグメント、少なくとも１つの青色フィルタセグメント
、および少なくとも１つの緑色フィルタセグメントを具備するカラーフィルタであって、
前記少なくとも１つの緑色フィルタセグメントが、請求項１～４いずれか記載のカラーフ
ィルタ用緑色着色組成物から形成されているカラーフィルタ。
【請求項６】
　カラー撮像素子に装着された請求項５記載のカラーフィルタ。
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